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設 置 
 
 

設置前; 

・H20をシャックルで積付架台の所定の位置に連結する。 
 
 

 

 

 

黄色のシンブルを取り外し、イージーリリースのレバーの先端をロープの下に挿入する。 
 

 

小穴が開いている部分がロープの輪に通るまで、レバーを引き下げる。 
 

 

安全ピンを両方の穴にしっかりと奥まで差し込む。 
 

 

これで、イージーリリースの設置が完了。 
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4 固縛索 

ロープ 

もやい綱 積付架台の所定の位置 
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AS-15B

AS-15G
AS-25 AS-50 AS-84

1 浮き輪 1 1 1 1 長さ30m以上の浮揚性の索付き

2 安全ナイフ 2 2 2 2
もやい綱が取付けられている近くの気室に
あるポケットに収納
浮揚性のとっ手及び紐付き

3 あかくみ 1 1 1 1 効果的なもの

4 スポンジ 1 1 1 1

5 シー･アンカー 1 1 1 1
浮器本体に取付け
国土交通省型式承認品

6 かい 2 2 2 2
浮器本体に取付け（AS-50及びAS-84のみ）
浮揚性

7 修理用具 1 1 1 1
気室の破損を修理するため必要な用具
容器入り

8 ふいご 1 1 1 1

9 笛 1 1 1 1

10 保温具 15 25 50 84
救命索をつかむことができる形状のもの
国土交通省型式承認品

11 落下傘付信号 2 2 2 2 国土交通省型式承認品

12 信号紅炎 3 3 3 3 国土交通省型式承認品

13 発煙浮信号 1 1 1 1 国土交通省型式承認品

14 水密電気灯 1 1 1 1 国土交通省型式承認品

15 取扱説明書 1 1 1 1

内部収容型膨脹式救命浮器　艤装品表

No. 艤装品の名称
艤装品の数

備考
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◎ 救命浮器

＊1

＊2

＊3

＊4

◎ 積付台

＊1

＊2

＊3

FSN-600AS

13.2

0.18

1.86

0.07

内部収容型膨脹式救命浮器　標準質量表

単位：kg

型　　　式 AS-15B AS-15G AS-25 AS-50 AS-84

76.0

本　　　体 27.0 27.0 38.5 97.0 97.0

取　付　物 16.0 16.0 24.5 76.0

艤装品の質量は、艤装品（救命浮器本体に取付ける艤装品を含む。）及び艤装品の容器の合計とする。

単位：kg

46.0

容　　　器 2.0 15.0 18.0 24.0 24.0

艤　装　品 14.0 14.0 16.0 30.0

227.0 243.0

FSN-500AS FSN-700AS

本体の質量は、積付台本体のみとする。

本　　　体 14.36.84

型　　　式

合　　　計 59.0 72.0 97.0

本体の質量は、救命浮器本体のみとする。

取付物の質量は、充気装置（高圧ガス容器（容器弁を含む。）、カット装置、高圧ホース）、もやい綱、もやい綱収納
袋、引き寄せ索、格納用補材の合計とする。

容器の質量は、救命浮器の容器及び標示用ステッカー（コンテナ銘板、操作銘板等）の合計とする。

自動離脱装置の型式は、H20型（製造者：CM Hammar AB）とする。

固縛索の質量は、ビニール被覆ワイヤ、固縛索固定木板、ターンバックル、ワイヤクリップ、イージーリリース、丸
キャップの合計とする。

シャックル

固縛索

自動離脱装置 0.18

1.86

0.11

16.5

0.18

合　　　計

1.64

0.11

8.8 15.3


